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１．事案概要

◼ ４月５日、１号機原子炉補機冷却系第２中間ループ（以下、RCW2という）ポンプ(Ａ)の
「過負荷／トリップ」警報発生。当該ポンプの電動機付近から発煙を確認したため、当該
ポンプを手動停止。これにより、使用済燃料プール（以下、SFPという）の冷却停止。

◼ ４月６日、休止運用中のRCW2ポンプ(Ｂ)を運転。これにより、SFPの冷却再開。

◼ 電動機に接続している電源ケーブルおよび電動機内部に損傷を確認しており、現在、詳細
原因を調査中。

◼ ４月17日～24日、不具合が確認された電源ケーブル・電動機の交換を行い、RCW2ポン
プ(Ｂ)→(Ａ)への復旧完了。
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日時 発生事案・対応内容

4/5 14：43
15：08

4/6 22：57

4/17～24

警報発生
RCW2ポンプ(Ａ)手動停止
※冷却停止時の水温26.5℃

休止中のRCW2ポンプ(Ｂ)運転
※冷却再開時の水温32.5℃

RCW2ポンプ(Ｂ)→(Ａ)へ復旧

約32時間の冷却機能停止
SFP水温は約６℃上昇

１号機SFP水温の変化

4/5 4/6 4/7

施設運用上の基準65℃到達まで、
約192時間（8日間）と評価
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参考．系統概略図（RCW2(Ａ)停止～(Ｂ)運転まで）
① RCW2ポンプ(Ａ)「過負荷／トリップ」警報発生、発煙を確認したため手動停止

※冷却機能のバックアップであるRHR系は点検中（２月中旬～５月末）
② 休止中のRCW2ポンプ(Ｂ)に異常がないことを確認し運転
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常時循環（水の循環により放熱）
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休止→運転

取外し※ 休止中

注水ライン

運転→停止 運転中

運転中

待機

発煙

RCW1：原子炉補機冷却系第１ループ系
RCW2：原子炉補機冷却系第２中間ループ系
SW ：補機冷却海水系
FPC ：燃料プール冷却浄化系
RHR ：残留熱除去系
RHRC：残留熱除去冷却系
RHRS：残留熱除去冷却海水系

熱の移動（温→冷） 熱の移動（冷→温）

バックアップ

※予備品として、電動機を別建屋で保管中

取外し※

屋外海水熱交換器建屋原子炉建屋
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２．通常の冷却系統が1系統となった経緯

◼ 運転段階から廃止措置段階へ移行する際、廃止措置期間中に性能を維持すべき発電用原子
炉施設を検討し、廃止措置計画に定めた。

◼ 廃止措置計画の認可申請にあたっては、原子力規制庁が「廃止措置計画の審査基準※」に
適合するものであることを確認し、認可をいただいている。

◼ 使用済燃料プールの冷却機能については、下記①及び②を踏まえ、機能維持に必要な台数
を1系統とした。

① 廃止措置段階では新たな使用済燃料が発生しないこと

② 貯蔵されている使用済燃料は十分に冷えており、設備の故障時に施設運用上の基準であ
る65℃到達まで時間的余裕があること

※「発電用原子炉施設及び試験研究用等原子炉施設の廃止措置計画の審査基準」

RCW1：原子炉補機冷却系第１ループ系
RCW2：原子炉補機冷却系第２中間ループ系
SW ：補機冷却海水系

屋外海水熱交換器建屋原子炉建屋
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参考．廃止措置段階に維持する機能について（1）
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平成30年6月13日 電気事業連合会公表資料
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参考．廃止措置段階に維持する機能について（2）
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平成30年6月13日 電気事業連合会公表資料
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参考．廃止措置段階に維持する機能について（3）
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平成30年6月13日 電気事業連合会公表資料
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３-１．原因・対策（管理面での問題点）

◼ SFP冷却設備に故障等（バックアップ設備含む）が発生し、SFP冷却が停止した場合、以
下①及び②のSFP温度上昇緩和策を定めていた。
① FPCポンプ運転による循環放熱
② フィード&ブリード

◼ また、故障した設備の復旧手段として、予備の電動機を保管していた。
◼ これら対応手順、手段があったものの、復旧時間を考慮した対応手順の優先順位が整理さ
れておらず、冷却再開の見通しをお示しすることができなかった。

フィード＆ブリードのイメージ図
7

FPCポンプ

FPC
熱交換器

注水ライン

FPMUWポンプ

フィード
冷たい水で注水

ブリード
温かい水を排出

＜フィード＆ブリード＞
冷たい水を注水、温かい水を排出することで、
SFP水温の温度上昇を抑制

FPC ：燃料プール冷却浄化系
FPMUW：燃料プール補給水系

復水貯蔵タンク

常時循環
水の循環
により放熱

各設備を通じて
復水貯蔵タンクへ
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３-２ ．原因・対策（管理面での対策）
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SFP冷却機能停止

◼ 各全号機ごとに、設備トラブルに応じた復旧の優先順位を明確化。

◼ 設備点検等で冷却機能のバックアップが無くなる場合には、リスクの顕在化を前提とした
復旧シナリオを整理する。

温度上昇評価

• SFP水温65℃到達時間を確認

冷却戦略

• FPCポンプ運転による循環放
熱の実施

• フィード＆ブリードの実施に
よる温度上昇抑制

設備復旧戦略

• 休止設備の復旧・起動
• 予備品または部品調達により
復旧・起動

冷却戦略 設備復旧戦略

対応 循環放熱 ﾌｨｰﾄﾞ&ﾌﾞﾘｰﾄﾞ 予備機起動 休止設備起動 予備品･部品調達

FPCﾎﾟﾝﾌﾟﾄﾘｯﾌﾟ（1台） － － ○ － ○

FPCﾎﾟﾝﾌﾟﾄﾘｯﾌﾟ（2台） × ○ × × ○

RCW1ﾎﾟﾝﾌﾟﾄﾘｯﾌﾟ ○ ○ × ○ ○

RCW2ﾎﾟﾝﾌﾟﾄﾘｯﾌﾟ ○ ○ × ○ ○

ＳWﾎﾟﾝﾌﾟﾄﾘｯﾌﾟ ○ ○ × ○ ○
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参考．電動機に接続している電源ケーブルの状況
電動機外観

端子箱

端子箱を外した中の状況

下

上
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ケーブルの被覆
が溶けて付着

ケーブルが熱で
溶断

端子箱裏面



©Tokyo Electric Power Company Holdings, Inc. All Rights Reserved. 無断複製・転載禁止 東京電力HD福島第二原子力発電所

参考．電動機の状況

負荷側開放 反負荷側開放

電動機ポンプ
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フィンの一部に傷を
確認

絶縁物（朱色）が溶
け析出を確認
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参考．SFP冷却停止時の温度上昇評価結果
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◼ 使用済燃料の発熱量は、運転停止直後と比較すると大幅に低下していることから、
2026年３月２日、SFP冷却停止時における温度上昇評価結果を公表。

◼ 電源の不具合等により、燃料プール冷却浄化系ポンプおよび原子炉建屋換気空調系が停
止する場合においても、最大約89.8℃で平衡状態となる評価結果が得られている。

◼ なお、本評価結果は、燃料プール冷却停止を継続した場合の評価温度であり、実際には
施設運用上の基準65℃に到達する前に代替注水等の対応を行う。

※施設運用上の基準65℃

１号炉：約８日後（約203時間後） 約89.8℃で平衡温度となる
↓

※施設運用上の基準65℃とは、燃料プールの
コンクリートが温度による影響を受けて、著しく
劣化することがないことを確認できる温度
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参考．時系列
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日 時 内 容

4月 5日 14:43 「RCW-2(A)過負荷／ﾄﾘｯﾌﾟ」警報発生

4月 5日 15:08
現場で発煙を確認したため、当該ポンプを手動で停止
使用済燃料プール冷却停止

4月 5日 15:10 公設消防連絡（119番通報）

4月 5日 15:44 公設消防到着

4月 5日 16:10
公設消防により、継続した延焼がないことおよび消火の必要がないことか
ら「非火災」と判断

4月 6日 15:30 RCW-2(B)健全性確認

4月 6日 20:47 RCW-2(B)試運転

4月 6日 22:04 RCW-2(B)定期事業者検査終了

4月 6日 22:57 使用済燃料プール冷却再開

4月17日
08:35
～14:12

RCW-2(A)ケーブル撤去作業に伴う１号機SFP冷却計画停止

4月23日
10:02
～17:12

RCW-2(A)ケーブル敷設作業に伴う1号機SFP冷却計画停止

4月24日 16:00 RCW-2(B)→(A)に切り替え、RCW-2(A)復旧完了
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参考．発生場所（1号機海水熱交換器建屋地下1階）
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1号機
海水熱交換器建屋

南

北

【平面図】

A
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【A－A’断面図】

南側建屋
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